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例文
脳性麻痺の股関節に対する軟部組織解離術の治療成績
長崎県立こども医療福祉センター
松林昌平、池間正英、二宮義和、山口和正

【目的】脳性麻痺の軟部組織解離術の治療成績を明らかにすること
【対象】1980年~2005年までに軟部組織解離術を行い、5年以上経過を追えた77例
154股（男54例、女23例）。手術時年齢は平均6歳3ヵ月、術後観察期間は平
均9年3ヵ月。
【方法】	単純X線像にて術前と最終観察時のMigration percentage ( MP )を計測し、相関関係を調べ、手術時年齢5歳未満と5歳以上の2群にわけて比較した。
【結果】5歳未満では術前と最終観察時のMP%の相関係数は0.22（N.S.）であっ 
　　た。5歳以上では術前と最終観察時のMPの相関係数は0.60（p<0.01）であっ
　　た。
【結論】5歳未満では術前のMPの程度に関わらず、軟部組織解離術の適応がある。
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